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最盛期は女中や
様 な々仕事をする若
い男衆で10人以上
が住み込みしていま
した。他にも多くの乳
母がいました。宙吊り
の部屋は若い女性
用で、就寝時は梯子を部屋に引き上げ、男衆の出入りが
できないようにして就寝しました。

貫一57歳の時にこの邸
宅は完成しましたが、貫
一は衆議院議員として
上京する以外は大半をこ
の地で暮らしました。息子
忠太郎は東京暮らしが
多く、他の部屋も利用していたようです。主としてこの二部屋が代 の々当
主の部屋として使用されていました。忠太郎は碁を趣味とし、深夜に独り
で碁を打っていたと伝えられています。和室二部屋続きです。
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一の蔵

主庭 中庭

折 に々企画展示を行っています。
注）企画展示は行っていない場
　  合もあります。

二の蔵
写真家・かえで研究家として著
名な矢野正善氏の写真等をほ
ぼ常設展示しています。
注）企画展によっては展示して
　  いない場合もあります。

三の蔵
1階　中野家資料展示
2階　企画展示室
注）企画展によって展示内容は
　  変わります。

一般客の応接室

（1階）

平成8年まではこの状態で使用され
ていました。
一般の来客は全てこの部屋で応対
していました。
※邸宅入口のすぐ左手の部屋です。

（1階）

賓客用の応接室
昭和30年代の改造で和室を洋間とし
て使用していました。
改造前は床の間の上に大きな神棚が
ありました。

（2階）

賓客の間
（和室二部屋続きで和洋折衷の設え）
昭和32年髙松宮殿下お立ち寄りの際に使
用されました。
他には、小林一三（阪急電鉄創業者）、松
永安左エ門（日本の電力王）、天才芸術家 
北大路魯山人なども使用。宿泊できるように
造られました。

（1階）

賓客用の和室
賓客のもてなしに使用されました。
座布団は絹製の特注家紋入りで
100年近い時間を経過したとは思え
ないほど今も鮮やかな色彩を保って
います。

（1階）

女中部屋

（1階）

当主の部屋

往時建坪約650坪（新館含む）の建物の内、現存する総二階建て約250坪の邸宅です。往時の設えを再現してあります。
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①②

ご自身のスマホで音声ガイドを聞くことができます

スマートフォンまたは携帯電話のQRコード読み取り
アプリを起動してください。
スマートフォンの画面をQRコードにかざしてください。
QRコードを読み込むと、案内文が表示され、画面の再生
ボタンを押すと、音声案内が再生されます。

1、

2、

※QRコードの読み取りには、対応したカメラまたはアプリが必要です。
※案内の表示・再生に一部対応していない機種もございます。


